基準適合状況調査票－許可基準－山なみ景観保全地区

基準適合状況調査票（箕面市都市景観条例施行規則　別表１、３　その他市長が必要と認める図書）
1． 山なみ景観保全地区の許可基準（条例第17条関係）への適合について
	対象項目
	許可基準
	許可基準遵守内容
	助言・指導（記入しないで下さい）
	協議・確認結果（記入しないで下さい）

	景観保全緑地
	景観保全緑地が山なみ景観の保全に配慮して適切に配置されていること。
	
	
	

	
	景観保全緑地の面積が次に掲げる面積以上であること。
①計画区域に登録景観保全緑地を含まない場合
計画区域の面積から300平方メートルを減じた面積(以下「基準面積」という。)に10分の６を乗じて得た面積
②計画区域の面積が300平方メートルを超え、登録景観保全緑地を含む場合
基準面積に10分の６を乗じて得た面積に当該登録景観保全緑地の面積を加えた面積
③計画区域の面積が300平方メートル以内で、登録景観保全緑地を含む場合
当該登録景観保全緑地の面積
	（□①　□②　□③　計画面積：　　　　㎡、
景観保全緑地の面積　　　　㎡）
	
	

	残存緑地
	残存緑地の面積が景観保全緑地の面積の３分の２以上であること。
	（残存緑地面積：　　　　㎡、景観保全緑地の面積　　　　㎡）
	
	

	造成緑地
	計画区域に造成緑地があるときは、当該造成緑地の植栽及び植栽物の育成に関する計画が以下に定める基準に適合していること。
①植栽物の種類及び配置が周辺の植生と調和したものであること。
②植栽物を良好に育成するための具体的な措置が定められていること。
	
	
	

	建築物等
	建築物等の高さ(地上に露出する部分の最高部と最低部との差をいう。)が10メートル以下であること。ただし、工作物のうち公益上必要と認めるものを除く。
	（建築物等の高さ：　　　　ｍ）
	
	

	広告物の景観上の配慮
	広告物の表示等が山なみ景観の保全に悪影響を及ぼさないよう、次の基準に適合していること。
①広告物が山なみ景観の保全に配慮した規模であること。
②広告物の外観の意匠、材料及び色彩が山なみ景観に調和したものであること。
	
	
	

	同意
	現状変更行為、建築物の新築等及び広告物の表示等について、計画区域内の土地、建築物等又は広告物の所有者又はその他の権利を有する者の同意を得ていること。
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